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(Kann et al.  2011) 

GRBライトカーブ 

1 時間 

• 灰線: long-GRB 
• 黒線: short-GRB 

(重力波源候補) 
 
 

• すぐに暗くなる 

 即時分光観測が
必要 

 自動ToOアラート

発信システムの
構築 

発生からの時間 

明
る
さ

 

1 日 



自動ToOアラートシステム (short-GRB) 

GRBアラート受信 
• GRB発生から数分で
数秒角の位置精度 

GRBの観測可能性を計算 
• short GRBの可能
性が高いか？ 

• 観測所は夜か？ 

ToO発令！ 発令せず 

Swift GCN (The Gamma-ray Coordinates Network) 

KOOLS-IFU用PC 



ToO発令 
望遠鏡制御画面にToOアラート
メッセージを表示 

ToOアラート発令！ 

観測手順は以下
ページにて 
( http://..... ) 



観測マニュアル案 

• 岡山観測所内に置いたKOOLS-IFU用PC内で、
webサーバーを立ち上げて公開する？ (岡山観
測所内からのみアクセス可能) 

• 作成中のマニュアル例 (下図) 



天体導入方法 (案) 

0. アラート予告 (BAT) ＝＞KOOLS画面立ち上げ 
1．GRB近く (~10分角以内) の15等より明るい星とGRB位置を観測
天体リストに自動追加 
2．アラート (XRT) (露出やめ？) 
3．starplotで明るい星をクリック 
4．ガイダー上でこの星をクリック 
   (望遠鏡器差の補正) 
5．ファイバーユニット切替 (HIDES-F=> KOOLS-IFU) 
6. StarplotでGRBをクリック (IFU にGRB入る) 
7. ガイド星を選択 
8. 露出開始 (20分xnとか) 

手順書に従って操作可能にする 

(赤字が観測者に実行して
もらう内容) 



KOOLS 

•面分光装置は
他の装置の邪
魔にならない
場所に置く 

•天体からの光
は、光ファイ
バーを使って
面分光装置に
入れる 

KOOLS-IFU @ 3.8 m 望遠鏡 



KOOLS本体置き場検討 

候補地 

• ナスミス台
の下 

• 望遠鏡前 
• 望遠鏡後ろ 

 KOOLSダミーを置いて検討 



KOOLSダミー 
 (車輪なし) 

•サイズ: 
1680 x 920 x 
(690 + 車輪 
144) mm 



参考: ナスミス台上 KOOLS 



ナスミス台下 KOOLS 



ナスミス台下 KOOLS 

• ナスミス台
から吊り下
げる？？ 

•最低高さが 
約170 cmで、

望遠鏡回転
時に危険 



望遠鏡 前 

KOOLS 

• 望遠鏡を  
倒すと、    

望遠鏡構造
物に当たる 



望遠鏡 後ろ KOOLS 

車輪ダミー 



望遠鏡 後ろ KOOLS 

•幅に余裕が
ない (光学

系の確認・
調整ができ
ない) 

•現状では  
最有力候補 


